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科目名 
 

レクリエーション実習 

対象学科・学年 
  文学部コミ4回生  
  
  
  
  

担当者 
 

亀井 安子 

授業テーマ 
 様々なレクリエーション指導技術が現場でどのように実践されているかを理解する。 
授業の概要と目標 
 授業は実習前・後の学内授業と学外実習で構成する。学外実習の目的は理論と実技の学内学習を踏まえ、地域をはじめ企業・

学校・社会福祉など様々なコミュニティの現場でレクリエーション指導技術がどのように活用されているのかを理解することで

ある。尚、実習は①社会教育施設等での学外実習。②レクリエーション協会が企画する事業への参加で構成され、①と②の両実

習を課題とする。 

評価方法 
 実習参加と積極的な授業への取り組み姿勢で総合評価する。 

テキスト 
  

著者 
  

出版社 
  

参考書 
  随時紹介 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

１．  レクリエーション・インストラクター資格と授業計画の確認 (学内授業) 
２． 「学外実習」と「事業参加」の実習計画立案（学内授業） 

 
３．「学外実習」の事前指導 (学内授業) 
４．社会教育施設・企画行事への「学外実習（１日8時間）」１（交通費・参加費 実費負担） 
５．社会教育施設・企画行事への「学外実習（１日８時間）」２（交通費・参加費 実費負担） 
６．社会教育施設・企画行事への「学外実習（１日８時間）」３（交通費・参加費 実費負担） 
７．「学外実習」の事後発表（学内授業） 
 
８「事業参加」の事前指導（学内授業） 
９．レクリエーション協会主催行事「行事参加」１（交通費・参加費 実費負担） 
10．レクリエーション協会主催行事「行事参加」２（交通費・参加費 実費負担） 
11．レクリエーション協会主催行事「行事参加」３（交通費・参加費 実費負担） 
12．「事業参加」事後発表（学内授業） 
 
13．全実習終了後全体発表会１（学内授業） 
14．全実習終了後全体発表会２（学内授業） 
15．資格申請のための手続き打ち合わせ（学内授業） 
16、資格の授与 
 
※ レクリエーション実習はレクリエーション・インストラクター養成課程の科目である。資格申請や実習諸経費として 

￥17,000－を履修登録した後に徴収する。徴収は第１回目の剛毅で配布する振込用紙を用いて行なう。 
 
※ 「学外実習」は社会教育（体育）施設実習やボランティア実習で、市（町）民運動会やキャンプ、ウォークラリーなどの運

営や企画に参加し、レクリエーションの現場を確認する機会となる。 
 
※ 「行事参加」は、大阪府レクリエーション協会が企画する課程認定校対象のレクリエーション大会に出席し、他校の学生と

  交流しながら新しいレクリエーションテクニックを学ぶ機会となる。 

 


